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封
建
制
度
と
紀
年
法

　

倚
書
尭
典
に
「
乃
命
義
和
、
欽
若
発
天
暦
象
日
月
星
辰
、
敬
役
人
時
。
」
と
あ
り
、
洪
範
に
「
五
紀
、
’
一
曰
歳
、
二
曰
月
、
三
曰
日
、

四
日
星
辰
、
五
曰
暦
数
。
」
と
あ
る
如
く
、
古
来
君
主
の
重
大
な
る
任
務
と
し
て
、
暦
を
制
定
す
る
こ
と
が
あ
る
。
故
に
紀
年
０
法
が

こ
の
暦
を
作
っ
た
君
主
０
即
位
の
年
を
以
て
元
年
と
し
、
そ
れ
よ
り
二
年
、
三
年
と
数
へ
て
行
く
こ
と
は
極
め
て
自
然
の
こ
と
で
あ

る
。
所
謂
正
朔
を
奉
す
る
と
は
こ
０
こ
と
で
あ
る
。

　

周
代
は
封
建
制
度
の
行
は
れ
た
時
で
あ
わ
ｙ
、
諸
侯
は
各
々
そ
の
封
國
に
於
て
、
各
々
そ
の
部
位
を
も
と
と
し
た
紀
年
法
を
持
つ
て

ゐ
た
・
こ
れ
は
趙
翼
も
既
に
陵
余
叢
考
（
泰
二
、
春
秋
紀
年
）
に
於
て
指
摘
し
て
ゐ
る
。

　

支
那
古
典
籍
に
こ
の
紀
年
法
を
以
て
歴
史
を
記
し
て
ゐ
る
の
は
春
秋
と
奮
本
の
竹
書
紀
年
で
あ
る
。

　
　
　

注

　

現
行
の
竹
書
紀
年
は
周
を
も
と
と
し
靫
紀
年
で
あ
ろ
が
、
史
記
索
回
に
引
用
ゼ
ら
れ
む
菖
本
の
竹
書
紀
年
は
魏
を
も
と
と
し
た
紀
年
法
で

　
　
　

お
つ
む
。
例
へ
ぼ
史
記
魏
世
家
の
「
武
侯
卒
。
」
を
索
回
に
「
紀
年
云
、
武
侯
二
十
六
年
卒
。
」
と
め
ろ
。
こ
れ
は
史
記
六
國
表
と
合
は
ぬ
が
、
兎

　
　
　

に
角
、
魏
か
も
と
と
し
む
紀
年
法
の
め
っ
た
こ
と
を
知
ろ
の
で
あ
ゐ
。

　

若
し
晋
の
乗
、
楚
の
祷
机
存
す
れ
ぱ
叉
必
中
斯
の
如
き
紀
年
法
を
用
ひ
た
で
あ
ら
う
こ
と
は
、
顧
炎
武
（
日
知
録
泰
二
十
、
年
競

常
従
覚
書
）
の
論
じ
た
如
く
で
あ
る
。
而
し
て
春
秋
時
代
賓
際
に
こ
の
諸
侯
各
自
の
紀
年
法
が
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
、
左
傅
文
公

十
七
年
、
襄
公
二
十
二
年
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
降
っ
て
漢
代
に
も
斯
る
紀
年
法
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
趙
翼
（
二
十
二
史
劉
記
泰
二
）

顧
炎
武
（
日
知
録
泰
二
十
）
が
指
摘
し
た
如
く
で
あ
る
。

　

故
に
司
馬
遷
は
史
記
に
周
・
涜
を
も
と
と
し
た
年
表
を
作
っ
て
、
こ
れ
を
封
建
諸
侯
各
自
の
紀
年
法
と
對
照
さ
せ
て
ゐ
る
。
十
二

諸
侯
年
表
、
六
國
表
、
漢
興
以
来
諸
侯
年
表
等
こ
れ
で
あ
る
。
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